
　
八
月
四
日

　
十
時
大
学
。
全
体
会
議
。
夏
休
み
の
大
学
を
利
用
し
て
初
め
て
世
田
谷
村

Ｎ
棟
の
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
こ
こ
で
頭
角
を
表
し
て
く
れ
と
い
う

私
の
最
期
の
サ
ー
ビ
ス
か
。

　
午
後
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
の
為
の
原
稿
、
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
・
Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
、
ひ
ろ
し
ま

ハ
ウ
ス
書
く
。
十
七
時
終
了
。
遠
藤
秀
平
さ
ん
と
い
う
建
築
家
か
ら
、
エ
レ

ク
タ
な
る
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
本
送
ら
れ
て
く
る
。
コ
ル
ゲ
ー
ト
シ
ー

ト
を
リ
ボ
ン
状
に
造
形
的
に
使
っ
た
作
品
集
で
あ
っ
た
。
鈴
木
博
之
さ
ん
が

作
品
解
説
を
書
い
て
い
て
、
川
合
邸
と
幻
庵
が
チ
ョ
ッ
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

素
材
に
対
す
る
感
性
が
私
と
は
全
く
異
な
る
。
原
理
へ
の
好
奇
心
が
極
め
て

薄
く
、
遊
戯
性
へ
の
傾
斜
が
こ
の
建
築
家
の
中
心
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ス
タ
イ

ル
で
あ
れ
ば
、
ど
れ
程
で
も
、
い
か
よ
う
に
も
作
り
続
け
る
事
が
で
き
る
。

リ
ボ
ン
の
結
び
方
、
ネ
ク
タ
イ
の
結
び
方
を
工
夫
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ

か
ら
。

　
八
月
五
日

　
十
時
大
学
、
今
日
は
風
も
無
く
蒸
し
暑
い
。
昨
日
に
続
き
利
根
町
史
読
み

続
け
る
。
十
三
時
東
大
建
築
木
内
君
来
室
。
チ
ョ
ッ
と
し
た
相
談
。
鈴
木
博

之
先
生
と
電
話
で
話
す
。
元
気
そ
う
で
あ
っ
た
。
十
六
時
半
東
武
造
園
来
室
。

一
日
中
研
究
室
に
閉
じ
込
も
っ
て
い
る
と
体
に
悪
い
な
コ
レ
ワ
。
二
十
一
時

前
京
王
線
車
中
、
烏
山
へ
。
七
人
掛
の
シ
ー
ト
に
わ
ず
か
に
余
白
が
あ
っ
た

六
人
掛
け
の
シ
ー
ト
の
狭
間
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
。

　
八
月
六
日

　
昼
前
大
学
研
究
室
へ
。
終
日
、
エ
ス
キ
ス
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ひ
ろ
し
ま
ハ

ウ
ス
の
内
部
ア
イ
デ
ア
が
突
如
別
の
ス
タ
イ
ル
で
ま
と
ま
り
始
め
る
。
こ
こ

数
日
、
こ
う
い
う
事
が
多
い
。
自
己
内
改
革
だ
な
コ
レ
ワ
。
一
気
に
水
屋
棟

の
ス
ケ
ッ
チ
描
き
上
げ
る
。
午
後
遅
く
、
九
州
忍
田
勉
邸
エ
ス
キ
ス
も
ま
と

め
て
、
ス
タ
ッ
フ
に
渡
す
。
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